
教育部博物館

自己
評価

評価内容 方向性 内容

30-001
文化財保護事
業

なし Ａ

文化財保護事業では、「半田ハリスト
ス正教会」から申請のあった「聖イオア
ン・ダマスキン聖堂」及び「聖障（イコノ
スタス）」の２件について、これらがビ
ザンチン様式の聖堂が普及する以前
の聖堂建築の名残を留める建築史上
稀有な遺構であること、また、知多半
島の歴史、宗教史を知るうえでも重要
なものであることから、それぞれを市
の有形文化財（建造物及び絵画）に指
定した。
文化財よもやま話では、任期満了によ
り新たな分野の専門家を文化財専門
委員に委嘱し、幅広い分野でよもやま
話を行うことができた。
また、文化財への親しみを目的に、市
内の重要文化財を巡るバスツアー「重
要文化財探訪ツアー」を開催し、子ど
もから大人まで幅広い年代の市民に
向けて文化財の理解向上を図った。

改善
推進

市民が半田の文化に誇りと愛着をも
ち、自らが文化の担い手であること
や、保存伝承の必要性について考え
てもらえるよう、半田の発展の礎となっ
た海運、醸造の歴史や、そこから育ま
れた山車祭りに代表される各種文化
や文化財について、分かりやすく、親し
み易い内容の展示や講座を行う。

30-002
旧中埜家住宅
保存管理事業

なし Ａ

建物への理解を深め、適切に後世へ
継承するべき貴重な文化財であること
を伝えるため、11月に第３回特別公開
を開催し、文化財への親しみと保護意
識の向上を図った。また、保存活用検
討委員会では、旧中埜家住宅のさらな
る保存活用の充実に向けて、この先も
重要文化財建造物として適切な保存
活用が図られるよう「保存活用の基本
方針」を策定した。
旧中埜家住宅の後世への継承という
大きな目的を達成するため、今後も適
時適切な保存修理を計画的に行うとと
もに、文化財保護の大切さを伝えるた
めの活用を拡充させていく必要があ
る。

拡充
推進

今後も重要文化財としての価値を後世
に向けて維持するため、建物の保存
管理を行っていく。あわせて、文化財
保護の大切さを人々に伝えるため、特
別公開を始めとした公開等活用事業を
実施し、令和２年度からは「重要文化
財旧中埜家住宅における保存活用の
基本方針（令和２年３月策定）」をもと
に、活用内容の充実を図っていく。

30-003
文化財保存修
理等補助事業

あり Ａ

令和元年度は、ユネスコ無形文化遺
産で国の重要無形民俗文化財である
「亀崎潮干祭の山車行事」を始め、８
件（山車関係７件、山車関係以外１件）
の文化財について、所有者が行う保存
修理へ支援を実施した。特に、山車関
係以外の文化財の保存修理として、半
田の祭礼文化を知るうえで貴重な資
料であり、市の有形文化財（古文書）
に指定している「乙川八幡社祭礼絵図
（宝暦年間作成）」について、後世に守
り伝えるべき貴重な市民の財産である
との観点から、所有者に保存修理の
必要性を説明し、虫食い、褪色等から
の修理支援を行った。
市内には山車以外の文化財も多くあ
り、保存継承のためには、文化財所有
者による保存修理等が確実かつ計画
的に行われる必要がある。

改善
推進

市内には山車を始めとする文化財が
多くある。山車の保存継承は計画的な
修理等が行われていることもあり、市
による適切な把握も可能であるが、他
の文化財については状況の把握が難
しく、所有者から相談があったときに
は、すでに損耗が進行していたり、修
理のための資金調達が困難な場合も
ある。
文化財が市民の貴重な財産として確
実に後世へ保存継承されるよう、補助
制度や保存管理手法などについての
情報を適切に発信し、所有者による保
存修理が定期的に行える環境を整え
るととに、限りある財源を有効に活用し
た支援となるよう、必要性や緊急性な
どを考慮していく。
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30-004
博物館一般事
務

なし Ａ

「製塩土器を作ろう」や「ハロウィンか
ぼちゃでランタンを作ろう！」など、企
画展に関連した講座を開催することで
参加者の興味関心を高めるとともに、
展示への理解を深めることができた。
新型コロナウィルス感染症の影響によ
り３月４日から臨時休館となったこと
で、年間の来館者数は減となったが、
「目指せ！カイコマイスター」、「天然石
できれいな万華鏡を作ろう！」など、親
子で楽しめる講座を新たに開催し、講
座参加者数は昨年度を上回ることが
できた。
今後も学芸員の専門性を活かしつつ、
参加者に楽しみながら学べるような魅
力的な講座を開催していくことが必要
である。

改善
推進

幅広い年齢層の方に興味関心を持っ
てもらえるよう、学芸員の専門分野を
活かした講座や企画展に合わせた講
座・関連イベントを実施することで、さ
らなる入館者数の増加に努める。ま
た、常設展示室の展示や解説等を改
善し内容を充実させることで、さらに魅
力ある博物館づくりを推進していく。

30-005
企画展開催事
業

あり Ｂ

企画展「塩のはなし」や「あいちの伝統
野菜」をはじめ、「第34回知多工芸展」
「柴山清風展」等を開催し、地域の自
然や歴史、芸術などを多くの市民に紹
介することができた。
また、展示に関連した博物館講座を行
うことで、より理解が深まるよう工夫し
た。今後も魅力的な展示内容に加え、
様々な関連イベントで来館を促す工夫
を行っていく必要がある。
なお、入館者については、新型コロナ
ウイルス感染症の影響により３月４日
から臨時休館となったため、目標値を
下回る結果となった。

改善
推進

地域博物館の特性と学芸員の専門性
を活かし、資料を通じて地域の自然や
歴史、民俗、芸術等について学ぶ機会
を提供する。
また、展示の内容を充実させるととも
に、講演会や博物館講座などの関連
イベントを充実させることで来館者の
興味関心を高め、生涯学習の推進と
来館者の増加を図る。

30-006
博物館展示等
整備事業（H30
から新規）

あり Ａ

市内各地でのロケ撮影や映像編集等
を完了し、教科書に沿った内容で分か
りやすく、かつ鑑賞者が興味を引くよう
な構成にすることができた。
今後は、小学校３年生の見学学習で
有効に活用するとともに、見学学習以
外の活用方法を検討する必要があ
る。

終了

映像ソフトの更新が完了したたため、
今後は、令和２年度以降に実施する小
学校３年生の見学学習の際に、博物
館の視聴覚室にて映像ソフトを活用し
郷土学習を行う。
また、映像を補完する補助的なツール
（子ども向けの解説やワークシートな
ど）の開発や、教材としての各学校へ
の貸出、展示・イベント等での活用な
どを検討する。

30-007
図書館、博物館
管理運営事業

なし Ｂ

エレベーター部品の修繕に加え、利用
者の安全に関わる空調等の修繕、建
物の躯体に影響を及ぼす恐れのある
雨水配管取替修繕等、緊急的な修繕
に適切に対応した。
現施設は、昭和59年に開館しており、
建物及び設備の老朽化が進行してい
ることから、今後も修繕を計画的に実
施していくが、予測不能な故障等が各
所に発生する状態であり、その都度適
切な対応が求められる。

改善
推進

図書館・博物館は、地域文化の振興
や市民の学習活動支援にとって重要
な社会教育施設であり、利用者の安
全・安心と郷土の貴重な収蔵資料の
保管環境の確保が必要である。
今後も、施設の適切な管理、運営のた
め、特定建築物の定期調査等で指摘
を受けた箇所の改修を始め、施設、設
備の各種更新、修繕等を適切に実施
していく。

30-008
図書館、博物館
施設等改修事
業

あり Ｂ

令和元年度は、図書館・博物館空調
（事務室）更新工事、図書館・博物館エ
ントランス屋根防水改修工事等を行っ
た。
現施設は昭和59年に開館していること
から、建物及び設備の老朽化が進行
している。必要な改修を計画的に要望
のうえで実施しているものの、修理箇
所数は年々増えており費用も高額で
ある。

改善
推進

図書館・博物館は、地域文化の振興
や市民の学習活動支援にとって重要
な社会教育施設である。
今後も適切に運営できるよう、必要な
施設等改修を行っていく。利用者の安
全・安心と、郷土の貴重な財産である
収蔵資料の保管環境を確保するととも
に、施設の維持及び延命化を図ってい
く。
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課等長
１次評価（元年度の総括評価）

文化財保護の各事業では、半田ハリストス正教会の「聖イオアン・ダマスキン聖堂」及び「イコノスタス（聖障）」の有形文
化財（建造物及び絵画）への指定を始め、保存修理への補助、旧中埜家住宅特別公開の実施、同住宅に関する「保存
活用基本方針」の策定、親子で市内の重要文化財をバスで巡る「文化財探訪ツアー」の開催など、子どもから大人まで
の幅広い年代に向けて文化財の価値や後世への伝承の必要性を伝えることができた。また、博物館の各事業では、新
型コロナウィルスの感染拡大防止のため、一部を中止せざるを得ない状況となったが、博物館としての専門性を活かし
ながらも、誰もが学びやすい企画や講座を行うことができた。今後は、新型コロナウィルスを始め、新たな感染症が発生
した際も学びを発信できる博物館にしていく必要がある。

Ａ

部等長
２次評価（元年度の総括評価並びに今後の方針及び指示事項）

市民の文化的教養を高めることが博物館の使命であり、令和元年度は、学芸員の専門性を活かしながら、専門的で
あっても、分かりやすく、親しみやすい企画や講座を行うことで、より多くの市民が利用する施設を目指すよう指示（年間
来館者数100,000人目標）を行った。この指示のもと、子どもから大人までが親しめる企画展と、企画展に関連する体験
講座を開催した結果、当初は昨年度（96,000人）を上回る来場者が見込まれたものの、新型コロナウィルス感染症の拡
大で臨時休館措置が必要となり、最終的には89,000人の来場者となってしまった。良い企画であっただけに大変残念で
あり、今後もこの方法を踏襲し、博物館が、市民による郷土の自然、歴史、文化等についての学びを支え、発信していく
施設を目指す必要がある。

Ｂ


